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開催にあたって

1 高来神社木造神像群の発見

2 高来神社木造神像群

　大磯町郷土資料館では、高
たか

来
く

神社から神像群をお預かりし、平成16年（2004）から令和２

年（2020）まで、神像の保存処理を進めました。貴重な文化財は、どのように修理されたので

しょうか。同じく旧高麗寺に由来し、現在、慶
けいがくいん

覚院に伝来している地蔵菩薩坐像と仁王立像の

修理も併せて、本企画展では、神像・仏像修理の実態をお伝えします。

　本企画展は、高来神社及び慶覚院ご関係の皆様にご協力いただき、開催することができました。

改めて、深く感謝申し上げます。

　高来神社の神像群は、平成12年に偶然発見されました。当時、大磯町では町内の歴史的・文

化的な価値のある建物の建築調査を行っており、その調査において、神社の御
み

輿
こし

堂に、未調査

の木像が複数存在していることがわかりました。

　詳細な調査を行った結果、これらの木像は神像であり、一部の像に弘安５年（1282）の記銘

があったことから、鎌倉時代に製作されたものであることが判明しました。御輿堂に保管され

ていた経緯は不明ですが、一部の像は断片しか残っておらず、状態が良い像でも至るところに

虫食いの痕が見られ、傷みが激しい状態でした。そのため、高来神社から神像群をお預かりし、

保存処理を施すことになりました。

　高来神社の木造神像群は、全部で11躯
く

あり、男神、女神、僧形、随
ずいじん

神形に大きく分けること

ができます。さらに、像のつくりから三つの群に分類することができます。
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【第1群】

【第3群】

　上左から、男神立像（その１）、男神立像（そ

の２）、女神立像（その３）、女神立像（その４）、

左から、僧形立像（その５）、僧形立像（その６）。

いずれも一木造で、端正な彫刻が特徴。女神像

は損傷が激しいが、着色も残る。男神像は袍衣

を着用した上に袈裟を懸け、神仏習合の思想を

表現している。同様の特徴は、伊豆山権現立像

にも見られ、伊豆山権現の様式にのっとって製

作された可能性もある。

　右から、随神形立像体部（その10）、随神形

立像体部（その11）。随神とは、随身とも書き、

神を守る者として祀られた像である。すなわち、

随身として武官の装束を着用している。両像と

も体部しか残らず、どのような姿をしていたの

かはわからない。随神像という呼称も推測であ

る。第２群の像と同じく、寄木造である。
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【第2群】

【神像の保存処理について】

　上左から、男神立像（その７）、僧形立

像体部（その９）、女神像頭部残片（その

８）。寄木造で、男神以外は大部分を欠損

している。第１群より大型で、形態が異な

る。

男神像頭部（上左）、女神像頭部（上右）には、墨書が残る。弘安５年（1282）と書かれている
ことから、神像群は鎌倉時代につくられたと考えられている。

　全ての像に、虫喰いの痕や、素材の木が朽ちたことによる損傷があり、現状以上の損傷をと

どめるための処理を行った。

1）像の全体を清掃し、つなぎ目がある場合は、必要に
応じて取り離す。

2）パラロイド（樹脂）を含浸させ、全体を強化する。

3）朽ちて失われた箇所は、漆等で補強する。

4）彩色がある場合は、剥落止めを行う。

5）つなぎ目を漆等で、接合する。

6）損傷の激しい下部は、像を安定させるために、漆を
充てんする。

7）台座などを作成して、完成。

男神立像（その2）の修理。胴部のつなぎ目に板をかませ⑴、つなぎ目

から取り離した様子⑵。

（1）

（2）
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ゆかりの仏像の一部は、慶
けいがくいん

覚院に伝わってい

ます。近年、地蔵菩薩坐像と仁王立像が修理されました。

　高
こ ま

麗山は古くから信仰の対象となった山で、高麗寺は、

高麗権現社の別当寺として、８世紀頃には創建されたと

伝わります。最盛期は、高
たか

来
く

神社の神像群がつくられた

鎌倉時代と言われ、僧坊が24カ所ありました。戦国時代

に戦禍に巻き込まれ、最盛期を伝える多くの記録や寺宝

が失われましたが、その信仰の対象は、慶覚院に伝わっ

た仏像や、現在の高来神社の境内からうかがい知ること

ができます。

地蔵堂：地蔵菩薩坐像　　仁王門：仁王立像

観音堂：千手観音立像　　白山社：白山大権現立像

毘沙門塔：毘沙門天立像

※いずれの仏像も、現在は慶覚院に伝わっています。高
　来神社の神像群は、どの建物に祀られていたか判明し
　ていません。

（1）

（2）

⑴修理中の吽形像。白く見える部分は、修理
の際に新たに材を補った。⑵修理が終わった
吽形像。古色仕上げにより、新たに補った材
は、一見わからない。


